
丘虚
・
深
田
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
尼
崎
市
東
園
田
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
六
年

（平
８
）
二
月
１

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
尼
崎
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
益
田
日
吉

・
高
梨
政
大

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
―
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
、
尼
崎
市
つ
北
東
部
、
阪
急
園
田
駅
の
北
約
三
〇
〇
ｍ
の
猪
名
川

と
藻
川
の
間
の
沖
積
地
に
位
置
す
る
。
調
査
は
店
舗
の
建
築
工
事
に
先
立
つ
も

の
で
、
建
物
予
定
地
に
つ
い
て

発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。

調
査
の
結
果
、
現
在
の
表
土

下
○

・
五
―

一
。
二
ｍ
の
深
さ

で
、
弥
生
時
代
後
期
か
ら
室
町

ｐ

時
代
に
か
け
て
の
各
時
代
の
層

立ロ醜
を
三
な
いし
五
層
検
出
し
、
そ

期
れ
ぞ
れ
の時
代
の
層
に
対
応
し

て
弥
生
時
代
の
方
形
周
溝
墓
九

基
、
土
器
棺
墓
五
基
、
平
安
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の
各
時
代
の
井
戸

一
九
基
、
掘
立
柱
建
物

一
九
棟
、
土
坑
三
〇
基
な
ど
多
数
の
遺
構
を
検
出
し
た
。

遺
物
は
各
遺
構
及
び
遺
物
伍
含
層
か
ら
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
約
三
〇
〇
箱
分
出

土
し
て
お
り
、
特
に
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
上
師
器

・
須
恵

器

・
黒
色
土
器

・
瓦
器

・
陶
磁
器
な
ど
の
土
器
類
が
多
数
を
占
め
て
い
る
。

な
お
、
底
部
外
面
に

「大
」
と
記
さ
れ
た
土
師
器
杯
、
「蔦
」
と
記
さ
れ
た

土
師
器
杯

・
須
恵
器
杯
が
人
世
紀
末
頃
の
井
戸
か
ら

一
括
出
土
し
た
ほ
か
、
判

読
不
能
な
文
字
が
底
部
外
面
に
記
さ
れ
た
土
師
器
杯

・
白
磁
椀
な
ど
の
墨
書
土

器
が
遺
物
包
含
層
な
ど
か
ら
数
点
出
土
し
て
い
る
。

木
簡
は
、
井
戸

（Ｓ
Ｅ
一
一〇
四
）
の
掘
形
か
ら

一
点
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｅ
二
〇

四
は
、
上
部
直
径
約

一
・
八
ｍ
、
底
部
直
径
○

・
八
ｍ
、
深
さ
約
○

・
九
ｍ
の

円
形
の
掘
形
を
掘
り
、
最
下
部
に
直
径
約
五
Ｏ
ｃｍ
の
円
形
の
曲
物
を
井
筒
と
し

て
据
え
、
そ
の
上
に
は
四
隅
に
支
柱
を
立
て
、
横
桟
を
渡
し
、
そ
の
外
側
に
縦

板
を
方
形
に
め
ぐ
ら
し
た
、
い
わ
ゆ
る
方
形
隅
柱
横
桟
型
の
井
戸
で
あ
る
。
掘

形
内
か
ら
出
土
し
た
土
師
器

・
須
恵
器

・
瓦
器
な
ど
の
遺
物
か
ら

一
二
世
紀
後

半
に
構
築
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω
　
。「白
□
□
□〔醐
的〕

。
「日

日

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

解］∞×
牌∞×
∞
ｏ頓Ｐ

長
方
形
の
材
の
下
端
を
尖
ら
せ
た
〇
五

一
型
式
で
あ
る
。
頭
部
は
圭
頭
。
表
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面
五
字
目
は

「也
」
と
も
読
め
る
。
表
面
一

あ
る
。
三
字
日
は
、
あ
る
い
は

コ
低
」
か
。

ら
れ
る
が
判
読
不
能
。

一

一字
目
か
ら
四
字
日
は
判
読
不
能
で

裏
面
の

一
部
に
墨
の
残
存
が
認
め

（益
田
日
吉
）

あ

く
ら
み
な
み

兵
序

安
倉

南

遺
跡

所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
宝
塚
市
安
倉
南

調
査
期
間
　
　
一
九
九
五
年

（平
７
）

丁
目

一
月
、　
〓

一月
―

一
九
九
六
年

Y/////2

(1)

2  1

三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
兵
庫
県
教
育
委
員
会
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

４
　
調
査
担
当
者
　
山
本
高
照

・
北
原
　
治

・
中
村
　
弘

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
末
―
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
は
阪
神
淡
路
大
震
災
復
興
に
伴
う
も
の
で
、
調
査
方
法
に
つ
い
て

は
遺
跡
が
破
壊
さ
れ
る
部
分
の

み
の
調
査
と
な
り
、
調
査
区
は

一
〇
本
の
ト
レ
ン
チ
状
と
な
っ

た
。
よ
っ
て
、
遺
跡
の
全
体
は

把
握
で
き
て
い
な
い
。

０

　

検
出
さ
れ
た
遺
構
は
平
安
時

立
ロ醜

代
末
か
ら
室
町
時
代
ま
で
存
続

期
し
た
集
落
跡
で
あ
る
。
遺
構
の

ぐ

種
類
と
数
は
、
建
物
が
三
棟
、




